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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年7月9日(2009.7.9)

【公表番号】特表2008-542530(P2008-542530A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-512826(P2008-512826)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  14/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   7/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  14/00    　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｎ   7/16    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月22日(2009.5.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　下記の組成（重量％で表示）：
Ｆｅ：≦２％、
Ｓｉ：０．０１～０．８％、
Ｏ：≦０．３％、
Ｃ：≦０．１％、
合計して０．０１％～２％である含有量での、ランタニド元素（ランタン、セリウム、プ
ラセオジム、ネオジウム、プロメチウム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリニウム、テ
ルビウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウム）から
なる群からの１つ又は複数の元素、
及び、場合により、
合計で最大１％の含有量での、Ａｌ、Ｏからなる群からの１つ又は複数の元素、
合計で最大３％の含有量での、Ｍｏ、Ｔａ、Ｎｂ、Ｚｒ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ
、Ｖ、Ｈからなる群からの１つ又は複数の元素、
残余チタン並びに不可避の不純物、
を有するチタン合金。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　チタン合金に関連して、前記目的は、本発明による以下の組成（重量％で表示）：
Ｆｅ：≦２％、
Ｓｉ：０．０１～０．８％、
Ｏ：≦０．３％、
Ｃ：≦０．１％、
合計で０．０１％～２％である含有量での、ランタニド元素（Lanthanoide）からなる群
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からの１つ又は複数の元素、
及び、場合により、
合計で最大１％の含有量での、Ａｌ、Ｏからなる群からの１つ又は複数の元素、
合計で最大３％の含有量での、Ｍｏ、Ｔａ、Ｎｂ、Ｚｒ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ
、Ｖ、Ｈからなる群からの１つ又は複数の元素、
残余チタン並びに不可避の不純物、
を有する、前記タイプのＴｉ合金によって達成される。
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